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「立敬セカンドステージ大学」にlおt
気なシニアが集まる （東京都豊益区）

中高年向けの講義は多彩だ

内容

約1800の教養講座をそろえる。海外留学
プログラムも用意し、過去には80歳代の
参加者も

東京農業大 都内の農場を使い造園や園芸の実技を学
（東京）ぶ。都立公園のガイ ドなど第二の人生に

生かす

城西国際大 体力づくりの実技、生活習慣や薬の知識
（千葉） などを学ぶ。病気や介護の予防に努める

同朋大 「親鸞（しんらん）と現代」など、仏教にま
⑨如 っわる公開講座を年に数十回開催

奈良県立大 高校の国語や日本史の教科書をもとにし
（奈良） た講義で、基礎的な教養を学び直す

鹿体育大 寝たき りにならないよう、特別な器具を
（鹿児島） 使わずに筋力を鍛える「貯筋運動」を指導

2015年 （平成27年） 2月 2 6日 （木暉日）

中裔年の学び楓り起し I
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シ
ニ
ア
世
代
向
け
の
講
座
を
充
実
さ
せ
る
大
学
が
増
え
て
い
る
。
立
教
大
学
（
東
京

一

づ
．

9卜

“
r
ヽ
｀

し

・

豊
底
）
は

50歳
以
上
の
た
め
の
教
養
講
攀
を
拡
充
。

宮
崎
大
学
（
宮
崎
市
）
な
ど
合

宿
形
式
の
公
開
講
座
を
開
く
大
学
も
あ
る
。
少
子
化
で
学
生
の
確
保
が
難
し
く
な
る
な

か
、
虫
向
年
層
の
学
ぴ
の
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、
若
者
へ
の
好
影
響
も
期
待
す
る
。

-
屡
週
5
H教
養
講
座

園
理
解
深
め
る
合
宿

「
日
本
の
現
代
美
術
の
流

れ
を
知
る
た
め
に
は
、

東
京

国
立
近
代
芙
術
館
の
「
高
松

盗
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ
』
に
行

く
の
が
お
す
す
め
で
す
」

。

1
月
の
平
日
、

立
教
大
学
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京

・
豊

烏）

で
ひ
と
き
わ
熱
気
の
あ

る
講
霰
が
行
わ
れ
て
い
た
。

千
石
英
世
・

立
教
大
名
誉
教

授
の
言
葉
に
対
し、

真
剣
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
た
の
は
50

s
7
0歳

の
学
生
た
ち
だ
。

平
均
年
齢
62歳

立
敦
大
が

50煤
以
上
を
対

蒙
に
開
く
生
涯
学
習
隕
関

「立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

大学名

早稲田大
（東京）
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大
学
が
シ
ニ
ア
世
代
の
参
加

を
促
す
背
景
に
は
、
少
子
化
に

よ
る
受
験
者
数
減
で
多
腺
な
人

材
を
受
け
入
れ
た
い
思
惑
が
あ

る
。
「
人
口
が
減
り
、
学
生
の

確
保
は
ど
の
大
学
も
差
し
迫
っ

た
課
題」

。
情
韓
サ
イ
ト

「オ

ー
ル
ア
バ
ウ
ト
」
で
「
社
会
人

の
大
学
・
大
学
院
」
ガ
イ
ド
を

籾
め
る
西
烏
美
保
さ
ん
は
こ
う

慧
。
中
高
年
向
け
の
講

唇

余
っ
た
教
室
や
講
堂
を
有
効
活

用
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
シ
ニ
ア
が
参
加

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「現

シ
ニ
ア
、
若
者
を
刺
激
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役
中
も
常
に
新
し
い
知

gを
学

ぴ
続
け
て
き
た
人
が
多
い
」
と

語
る
の
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
（
東
京
・千
代
田
）

の
専
門
誌

「
社
会
人
＆
学
生
の

た
め
の
大
学
・
大
学
院
選
ぴ」

編
集
長
・
乾
喜

一
郎
さ
ん
。
も

と
も
と
学
ぶ
こ
と
が
好
き
で
、

慟
き
な
が
ら
新
し
い
知
識
を
吸

収
し
続
け
て
き
た
人
が
多
い
と

‘
—
つ
。

し
向
上
憲
諏
の
高
い
シ
ニ
ア
層

は
、
大
学
に
と
っ
て
も
大
歓
迎

だ。

「年
配
者
と
接
す
る
こ
と

が
少
な
い
若
者
に
と
っ
て、
i

学
で
シ
ニ
ア
と
陵
れ
合
つ
楓
へ

は
貸
重
だ
」
（
立
教
大
）
。

．`

ニ
ア
世
代
が
勉
頭
に
励
む
姿
-

見
て
若
い
学
生
が
好
屁
響
を
t

け
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
性
化
i

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
[

る
。
（
地

方

部

新
井
悠
真
）

前
面
と
左
右
の
c‘、

き
な
ス
ク
リ
ー
、

れ
、
哀
ん
中
に
体
一＜

 

つ
。
ス
ク
リ
ー
、
I

1
車
線
の
道
路
ン

道
、
次
々
と
や
っ
一

動
車
な
ど
の
C
G

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ

ス
）
映
像
が
映
し

る
。
左
右
を

確

認

み
す
る
と
画
面
が
i

墜
断
を
疑
似
体
験
r

安
全
確
認
が
不
十
ハ

「ド
ー
ン
」
と
いニ

き
画
面
が
赤
く
染
七

こ
の
装
四
は
交
H

習
に
利
用
す
る
歩
u

ミ
ュ
ヤ
ー
タ
ー
「
4

ョ
ー
ズ
君
」
。
秋
B

学
院
工
学
資
蘇
学
t

水
戸
部

一
孝
教
授
3

電
子
部
品
メ
ー
カ
I

ピ
ー
ア
イ

（
秋

m

市）

が
2
10
0
 7
i
 


